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南部中便り 年間スローガン

平戸市立南部中学校長 村里 靖

ShinyShiny daysdays ～僕らの想いをひとつに～ 文化発表会特集号
～開閉会式・ステージ発表の部～

◆ 開会式 ◆

＜生徒会オープニング＞ 「輝こう 心ひとつに 団結し」

『Ｓｈｉｎｙ ｄａｙ～僕らの想いをひとつに～』のテーマにふさわしい、よく工夫さ
れたオープニングでした。発表会に向けての想いがしっかりと感じられ、この後のステー
ジ発表がとても楽しみになりました。

＜校長あいさつ（抜粋）＞

体育大会ですばらしい取組を見せた皆さんでしたので、この
文化発表会も大いに楽しみにし、また期待もしていました。

ただ、体育大会と文化発表会は根本的に違うところがあります。
スポーツには勝敗がつきます。最後まで勝つのは１人、または１チームだけ。他の選手

やチームは必ず負けて終わります。

しかし、芸術は心の表現です。人の心に勝ち負けはありません。貴方が、自分が表現し
たいものを素直に自分らしく精一杯表現できたとき、つまり、自分の表現に自己満足でき
たとき、貴方の作品は、世界でたった一つの、世界一の絵や書であり、音楽であり、劇で
あると言えます。

今日の文化発表会では、すでにそんな世界一の作品がたくさん展示されています。ステ
ージ発表でも、緊張するかもしれませんが、のびのびと素直な表現を心がけ、どこにもな
い世界に一つだけの発表が見られることを期待しています。

＜小楠梨緒 実行委員長あいさつ(全文)＞

おはようございます。待ちに待った日がついにやってきました。

今年のテーマは『Ｓｈｉｎｙ ｄａｙ～僕らの想いをひとつに～』
です。
このテーマを心にとめて、私たちは協力し合いながら練習を重ね

てきました。

展示の部では、昼休みや放課後を使いながら完成させた、個性あ
る作品がきれいに展示されています。どうぞ、ごゆっくりご覧くだ
さい。

この文化発表会を大切な仲間達と開催できることに感謝し、今日、
そしてこれからが輝く日々になることを願っています。



◆ ステージ発表の部 ◆ Ｎｏ．２

＜プログラム№１ 英語スピーチ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ Ｆｉｒｓｔ＞

「なぜだろう 英語話す人 カッコいい」

山田さんもとてもかっこよかったです。
大勢の前で、しかも英語を話すことはとても勇気がいること

だと思います。素晴らしかったです。
私もこうなりたいなと憧れますが、今からは無理でしょう。

みなさんは間に合います。頑張って勉強してください。

発音のよさに驚きました。「(私は)大 山田奈央さん(３年)は、
学まで１０年近く英語を習ったのに、 11月５日に行われた、
(山田さんは)どうしてこんなに上手なの？」 第４回平戸市中学生英語
と悔しくなりました。 スピーチ大会でも、堂々

と発表できました。

(志々岐小 村田校長先生)

＜№２ 全学年 ダンス Dance! Dance! Dance!＞

「レッツダンス 踊らにゃ損損 アワダンス」

学年が上がるほどにリラックスできていたように
思います。
津吉茶市でのダンスパフォーマンスのレベルの高

さにびっくりしましたが、次世代も育ってるなぁと
思いました。この中の何人かは、数年後、確実に茶
市のステージに立っているだろうと思いました。

ダブルタッチで失敗したけど、後のほうでしっかり跳べ
てよかった。この経験から、失敗しても逃げないことが
大切だと思った。

(遠矢雄斗くん)

＜№３ ２年 総合学習発表『職場体験学習を通して』＞

「けだるさも きつさも見せず いらっしゃい！」

スライドで、そして、寸劇でと工夫されて、楽しくわかりやすい発表でした。
敬語やクレームへの対応についても、とても勉強になりました。

職場体験の発表の時に、文を間違えずに読めてよかった。
少し早口になったところを、次の文化発表会で落ち着いて読めるように頑張りたい。

(浦邉良恵海くん)



Ｎｏ．３

＜№４ １年 総合学習発表『南部の自然と歴史』＞

「伝統と 自然豊かな わが故郷」

世界で南部地区にしかない貴重な植物を２種類も持つ南部の
自然を大事に守り、伝統ある南部中も、自分たちの時代をしっ
かりと輝かせ、次へと継承しなければという気持ちを新たにし
ました。

パソコンやアルバムなどを見て 自分たちが生まれていない時代
調べるのが大変だったけど、み のことを調べるのが大変だった
んなで協力して完成し、ちゃん けど、見に来てくださった方の
と発表できたので良かったです。 反応が良くて嬉しかったです。

(針尾亜沙妃さん) (岩﨑こと美さん)

＜№５ ３年 劇『有ラストチャンスは２度やってくる』＞

「大切に 二度とは来ない この季節を」

もし、タイムマシンがあっても、過去を大きく変えることはできそうにありません。
今まで、たくさんの後悔をしてきましたが、今後は悔いを残さないように生きたいと思
いました。

背景画や小道具の出来も素晴らしいし、場面切り替えもテンポよくなされました。裏
方とキャストの息がよく合っていました。３年生のチームワークの良さを感じました。

台詞を覚えるのが大変でし
た。家で何回も読み覚えま
した。妹に読んでもらって
掛け合いの練習もしました。

(里崎志央理さん)

(一番大変だったことは、ダンスで)間奏のところを２人
で踊ることになって、自分たちでアイデアを出して振付を
考えて踊ったことです。

(針尾侑里さん)

＜№６ 合唱＞ 「声・心 合わせて響く ハーモニー」

１年 男子が少ない中、思っていた以上の美しいハーモニー
でした。よく頑張ったなと感心しました。

『夢の世界を』 指揮…宮本沙季さん 伴奏…岩田拓弥くん
『明日を信じて』 指揮…氏田優成くん 伴奏…岩崎こと美さん

みんなで大きな声で歌を歌えたので
良かったです。 (真辺芽衣さん)

今までよりも音程をはずさずに歌えたのでよかったです。
(伴奏が)とても歌いやすかったです。

(烏山純香さん)



Ｎｏ．４

＜№７ 合唱＞ 「声・心 合わせて響く ハーモニー」

２年 さらに力強さが加わり、胸に響きました。伴奏が途切れた間も音程をしっかり
と保って伴奏の再開を待ちました。伴奏者も心強かったことでしょう。
いいチームワークでした。

『きみにとどけよう』指揮…村上颯汰くん 伴奏…小楠瑞季さん
『心の瞳』 指揮…氏田嘉尚くん 伴奏…宮本捺希さん

ソプラノと男子パートにはさまれて
いるから音程が取りづらかった。
何回も歌って覚えるように頑張った。

(國竹美羽さん)

＜№８ 合唱＞ 「声・心 合わせて響く ハーモニー」

３年 堂々としたハーモニーでした。音程、音質、音量…そのすべてに、さすが
３年生だと感動しました。
下級生の良い手本であり、目標にもなったと思います。 サビの部分や音程が難

しかった。でも、みん

『手紙』 指揮…橋村優花さん 伴奏…藤島妃菜子さん なと協力して頑張った。

『生きている証』 指揮…大谷有生くん 伴奏…日髙ひかりさん
(田中蒼也くん)

アルトパートだったので、ソプラノパ
ートにつられることが大変だった。ひ
たすら練習し、家でも歌ったりして乗
り越えた。

(大石愛寧さん)

＜№９ 吹奏楽部 合奏『Ｓｈａｋｅ ｉｔ ｏｆｆ』『Ｂｅｓｔ Ｆｒｉｅｎｄ』＞

「音楽は 音を楽しむと かくんです」

大トリにふさわしく、みんなを楽しませてくれる演奏や、今日一日の心地よい
疲れをいやしてくれるような演奏でした。さすが本校の文化活動をリードする吹
奏楽部です。いい気持ちでステージ発表を終えることができました。



◆ 閉会式 ◆ Ｎｏ．５

ステージ発表の感動の余韻を残す中、閉会式です。校長の講評、生徒会長のあいさつの後、
名残を惜しむように閉会が宣言されました。

＜校長講評より＞

全体的に、３年生が良い手本になっていると感じました。１・２年生も「来年はあんな
ふうに」「あれ以上に」という気持ちになったと思います。来年・再来年の文化発表会が、
さらに良いものになるよう期待しています。

さて、今回のテーマは『Ｓｈｉｎｙ ｄａｙｓ～僕らの想いをひとつに～』でした。

輝くためには、積極的な活動が必要です。得意なことも不得意なこともあるとは思いま
すが、やる気を出して、挑戦することで、輝いてきます。思いやりの気持ちで互いに支え
合いながら、仲間と一緒に積極的に活動し、自分の才能や夢を探し出して欲しいと思いま
す。その意味で、今回のテーマは文化発表会だけでなく、中学校生活そのもののテーマと
言ってもよいと思いました。

これからも、今日の文化発表会同様、何事にも勇気を持ってチャレンジし、互いに認め
合い、助け合い、励まし合って、夢が溢れる素晴らしい南部中をつくっていきましょう。

＜川口 勇人 生徒会長あいさつより＞

『Ｓｈｉｎｙ ｄａｙｓ ～僕らの想いをひとつに～』のテーマのもと、それぞ
れが日々の練習に励んできました。その成果が、今日、十二分に発揮さ
れ、すばらしい文化発表会となりました。

今年度から始まった体育のダンスでも、練習時間が少ない中、各学年
が毎日練習に取り組んでいました。そして、学年の団結を見ることがで
きました。

劇と総合学習の練習を通して、互いの仲も深まったことと思います。また、三年生にと
っては最後の文化発表会でした。いま、感じている達成感や充実感を胸に、新しい目標に
向かって前進していきましょう。

また、保護者、御来賓の皆様、今日は朝早くから来てくださり、僕たちの演技に温かい
拍手をありがとうございました。

最後に、生徒の皆さん、これからもすばらしい仲間とともに、「地域に誇れる南部中学
校」を目指して頑張りましょう。

文化発表会を振り返って

＜１年生男子 小川 松慶 くん＞

モザイクアートで、切ったり折ったりするのを
頑張りました。合唱コンクールでは、大きな声で
歌えたし、音程を意識して歌えたので良かったで
す。

＜１年生女子 橋元 心 さん＞

モザイクアートでは、出来上がりがわからなくて、紙を貼る場所を間違えたりしたけど、
班で協力して頑張った。みんなで協力することを学んだので、今後の学校生活でも協力し
ていきたい。



文化発表会を振り返って つづき Ｎｏ．６

＜２年生女子 島田 香朋 さん＞

今年の文化発表会で、２年生は劇をしました。私は正
直、本番までに間に合うか不安でした。でも、みんなで
協力して本番を迎え成功することができました。何でも
協力をすれば成功するということを、改めて学びました。

＜２年生男子 氏田 嘉尚 くん＞

僕が文化発表会で頑張ったことは、合唱の指揮でした。僕はあまりリズ
ム感がないので、最初のうちはよくずれて大変でした。だから本番までに
間に合わせようと頑張って練習しました。
本番ではちょっとずれたけれど、最初よりは上達したと思います。

＜３年生男子 浦邉 夢叶 くん＞

３年生にとって最後の文化発表会だった。一人一人が責任を持ち、
自分の役割を果たせていた。とても感動した。歌も、男子・女子の声
量のバランスがよかったと思う。
劇では、台詞が長い中皆よく頑張っていた。皆でちゃんとやれば素

晴らしい思い出ができるんだなと感じた。チームワークを大切にし、
日々の生活に生かしていかなければと思った。

＜３年女子 日髙 ひかり さん＞

３年生の劇では、キャスト、ダンスの人はもちろん、背景・大道具の人たちもステージ
に上がるということだったので練習の時もみんな協力して、本番では劇が成功してよかっ
たです。今回の文化発表会で、「３年生の団結力ってす
ごいなと」思いました。中学校生活も残りあと少しな
ので、１日１日を大切にしていきたいです。

＜３年生男子 住福 紘充 くん＞

今回の文化発表会では、３年生の団結力はやはりど
の学年よりも上だなと感じた。リハーサルで何回も劇
を見たけれど、本番でも感動した。今年は初めて裏方の大道具をしたけれど、ここまで大
変だとは思っていなかった。期限までに完成したので良かった。責任をもって一人一人が
仕事を果たすことができたので、とても良い劇ができた。
合唱祭でも全員声が出ていたし、大谷くんの指揮も良かったです。受験も、３年生の団

結力で全員で乗り越えたいと思いました。

＜３年生女子 住福 芙巳子 さん＞

文化発表会では、私は音響・照明コースで、音楽とステージ照明
をしました。CD６枚～８枚を入れ替えたり音楽を流すと同時にス
テージの照明を落とすなど、とっても難しかったけれど、その場所
にいた人に手伝ってもらい失敗をせずに終わりました。協力するこ
とで、できないことはないんだなあと思いました。
リナとキーコの手紙のところは感動しました。

たくさんのご来場ありがとうございました

今年、来場いただいた方は、ご来賓が１０名、保護者の方々は５８名でした。平日にもかかわ
らず、お忙しい中本当にありがとうございました。


